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	議事日程
	議長は別紙のとおり議事日程を配付した

	
	会議録署名議員を次のとおり指名した

	会議録署名議員
	１番
	矢　澤　　　昇
	２番
	二　瓶辰右エ門


　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　おはようございます。
　　定刻でございます。全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　なお、小松議会事務局長が病気欠席のため大竹議会事務局次長が出席、また、小柴地域政策課長が病気欠席のため舟木地域政策係長が出席いたします。
　　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定により、議長より指名いたします。

　　１番、矢澤　昇君、２番、二瓶辰右エ門君の両名を指名いたします。
　　　　　　　　　　◎会期の決定について
○議長　　日程第２、会期の決定を議題といたします。

　　お諮りいたします。

　　本定例会の会期は、本日より９日までの２日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、本定例会の会期は本日より９日までの２日間に決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎諸般の報告について
○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。

　　初めに、随時監査並びに定期監査の結果報告について、事務局より朗読させます。

　　事務局次長。

　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、例月出納検査の結果報告でありますが、事務局より朗読させます。

　　事務局次長。

　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告についてを説明お願いいたします。

　　８番、大竹克昌君。

　　　　　　　　　　（会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員説明）
○議長　　以上で諸般の報告を終わります。

　　　　　　　　　　◎町長の挨拶並びに提案理由の説明

○議長　　日程第４、町長の挨拶並びに提案理由の説明を受けます。

　　町長。

○町長　　令和４年第４回三島町議会定例会を開催するに当たり、議員各位のご出席を賜り開会できますことに敬意と感謝を表するものであります。

　　早いもので12月となり、本年も残すところ１か月を切りました。いよいよ雪も降り始め、本格的な冬の到来を感じます。

　　さて、本年を顧みますと、昨年同様新型コロナウイルス感染症の感染拡大に始まり、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻という考えられない暴挙に世界が驚愕する中、いまだに収束の兆しも見えず先行きが不透明であり、この影響で物資や燃料等が不足し物価が高騰する等世界の中に影響が広がっています。

　　日本では、円安とウィズコロナへの転換により行動制限が緩和され都市部では多くの外国人が訪れているものの、新型コロナウイルスの感染拡大が続いている状況であります。

　　当町においては、感染者数が急増し、小学校においては２日間の休校といたしたところであります。また、役場内においても陽性者が確認されており、感染拡大を防ぐべく基本的な感染対策の徹底を再度確認しております。一時、業務継続計画に基づく分散勤務として別室での業務実施体制をしきました。実施した中での課題等を次に生かせるよう把握に努めております。

　　また、新型コロナウイルス感染症の予防接種も早い方は５回目となっております。接種可能期間の短縮が図られ３か月となりましたので、重症化予防効果の高いワクチン接種を推進するとともに、職場内や町内でもこれ以上感染拡大が広がらないように改めて感染対策の徹底をお願いいたします。

　　それでは、行政諸般の報告をさせていただきます。

　　１点目は、感染症対策としてイベント等の中止により２年間開催できなかったふるさと会津工人まつりを秋の工人まつりとして規模を縮小して10月15日、16日の２日間開催し、5,000人の来場者がありました。幸い好天にも恵まれ、事前の登録制度や徹底した消毒等感染症対策を講じた上で開催できたことは、ウィズコロナの中で次年度以降のイベントの開催に大いに参考となるものであります。改めて、編み組を中心とした生活工芸が町にとって非常に重要な資源であることを認識したところであります。地域資源をいかした地域づくりを実践するもので、原材料確保や後継者の育成等課題もございますが、一つ一つみんなで克服し、生活工芸の聖地として誇れるまちとなるよう取り組んでまいりたいと考えております。

　　また、只見線の全線再開通により、紅葉シーズンと相まって多くの皆さんが奥会津地域を訪れました。外国人の方々も見られ、国道252号線を歩く姿は、以前のようにとはいきませんが、観光客が少しずつ戻ってきているように感じます。

　　そんな中で、当町では東北運輸局主催の只見線利活用ワークショップが開催されました。赤字路線の公表以来存続の不安が増す中、只見線の取組が注目されております。沿線地域の方々と振興策について意見交換がなされ、現在のにぎわいを一過性で終わらせることはなく地域振興につながるよう県や沿線自治体とともに取り組んでまいりたいと考えております。

　　２点目は、11月28日に三島町次世代の議会が開催されました。今年で４年目となりますが、次世代を担う中学生の皆さんの町を思う真剣な思いが伝わってまいりました。町としましても真摯に答弁いたしておりますし、提案もいただいておりますので、政策に反映できるよう議会の皆さんと協議してまいりたいと考えております。

　　３点目は、カスミソウ販売額が６億円を突破したことであります。昭和村を中心とした奥会津４町村で振興しているカスミソウは、年々販売額も増加し、農業で生活できる優良な産業と考えます。当町においても、遊休農地の解消や移住定住につながる重要な産業として取り組んでまいりたいと考えております。

　　本年もあと僅かとなりました。大きな災害もなく、新型コロナウイルス感染症の終息を願いつつ、新年を迎えられることを願うものであります。

　　それでは、本定例会にご提案を申し上げました議案についてご説明を申し上げます。

　　議案第57号は、三島町議会議員及び三島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例であります。

　　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び公職選挙法の一部改正に伴い、所要の改正を行うものであります。

　　議案第58号は、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例で、福島県人事委員会の勧告に基づき、所要の改正を行うものであります。

　　議案第59号は、三島町生涯学習センター設置条例の一部を改正する条例についてであります。

　　生涯学習センターの新たな活用策として利用料金等、所要の改正を行うものであります。

　　議案第60号は、令和４年度三島町一般会計補正予算であります。

　　歳入歳出5,220万円を増額し、歳入歳出それぞれ28億3,660万円とするものであります。

　　補正予算の主な内容は、歳入においては、総務費国庫補助金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で電力・ガス・食料品等価格高騰支援分として1,355万8,000円が配分され、民生費国庫補助金では住民税非課税世帯及び家計急変世帯支援として電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業として1,316万円を計上いたしました。

　　また、不足分財源として財政調整基金から2,465万9,000円を繰入れし、基金残高は６億9,175万4,000円となったところであります。

　　歳出においては、県人事委員会勧告に基づく増額分として給料、職員手当合わせて194万6,000円を、電気料金高騰による光熱水費の増額分909万円をそれぞれ項目ごとに配分計上いたしました。

　　総務費では、財産管理費に庁舎東側階段天井劣化に伴う修繕料56万4,000円を、町営上ノ原住宅用地取得に36万4,000円を計上いたしました。

　　民生費には、負担金補助及び交付金に電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業として住民税非課税世帯等に１世帯当たり５万円を給付する総額1,400万円を計上し、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対応助成事業350万円を計上し、全世帯に5,000円の商品券を交付いたします。

　　繰出金では、介護保険特別会計における介護給付費の増に伴う町負担分を計上いたしました。

　　給付費では、簡易水道事業特別会計繰出金で1,054万8,000円を減額し、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業精算金は、令和３年度事業確定による返還金を計上いたしたところでございます。

　　農林水産業費では、農業集落排水事業特別会計繰出金に電気料金高騰を受け112万円を増額しました。

　　商工費では、商工振興費に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し負担金補助及び交付金に1,350万円を計上し、エネルギー価格高騰対策事業者支援給付金事業及び観光事業等事業継続補助事業を実施します。

　　教育費の生涯学習センター費においては、全館清掃費用を計上し、次年度以降の新たな活用に向けて準備してまいりたいと考えております。

　　以上が、一般会計補正予算の概要であります。

　　議案第61号は、令和４年度三島町国民健康保険特別会計補正予算で、歳入歳出1,379万9,000円を増額し、歳入歳出それぞれ２億733万円とするものであります。補正予算の主な内容は、保険給付費の増額に伴う補正予算で補正計上であります。

　　議案第62号は、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算で、歳入歳出285万2,000円を増額し、歳入歳出それぞれ１億5,224万円とするものであります。補正予算の主な内容は、簡易水道整備に係る事業費の財源に簡易水道事業債を起こすもので、一般会計からの繰入金を減額します。また、桧原地区の水源調査については、東北電力用地で土砂搬入中のため次年度以降とし、減額するものであります。

　　議案第63号は、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算で、歳入歳出112万円を増額し、歳入歳出それぞれ3,679万7,000円とするものであります。補正予算の主な内容は、電気料金の高騰による利用費の増額であります。

　　議案第64号は、令和４年度三島町介護保険特別会計補正予算で、歳入歳出で1,314万1,000円を増額し、歳入歳出それぞれ４億9,657万6,000円とするものであります。主な内容は、保険給付費及び地域支援事業費の増額による計上であります。

　　議案第65号は、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算で、歳入歳出３万5,000円を減額し、歳入歳出それぞれ4,605万1,000円とするものであります。補正の主な内容は、施設の修繕に係る費用の増額で、設計業務委託料を減額し財源に充てるものであります。

　　議案第66号は、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算で、歳入歳出72万5,000円を増額し、歳入歳出それぞれ3,678万円とするものであります。補正予算の主な内容は、広域連合納付金と後期高齢者医療保険料の増額計上であります。

　　以上、本定例会にご提案申し上げました議案の概要についてご説明を申し上げました。なお、各議案につきましてはそれぞれ担当課長をもって詳細にご説明を申し上げますので、何とぞよろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げ、ご挨拶並びに提案理由の説明といたします。
　　　　　　　　　　◎一般質問

○議長　　日程第５、一般質問に入ります。

　　通告者は４名であります。順番に発言を許します。

　　２番、二瓶辰右エ門君。

　　なお、二瓶辰右エ門君の持ち時間は、ただいまから11時26分までといたします。

○２番　　例年より一週間ほど早い議会の開会となりました。聞くところによると、県の人事委員会勧告がなされ、これに基づいて給与条例の改正をし基準日にボーナスを支給するためには例年より前倒しして開催しないと間に合わないということのようでありました。

　　少人数の小さな議会でありますので臨機応変に対応することが可能でございますが、一年間を通した議会定例会の日程ぐらいは議会運営委員会と協議の上スケジュールを決めておくことが望ましいと考えますので、ぜひご検討いただきたいと思っております。一年間のスケジュールが決まりますと、やはり執行部の職員あるいは我々議会議員にとっても年間のスケジュールが見通せて効率的に仕事ができるのではないかと考えております。

　　さて、私は、三島町議会議員として町民に開かれた議会をスローガンに議員活動を行ってまいりました。その中で一番大切にしなければならないことは、積極的な情報公開、そしてそれに基づく町民対話による協働のまちづくりであろうと考えております。そうした観点に立って、これまで10回の一般質問を行ってまいりました。

　　昨年の９月議会からは、みしまテレビによる議会放送が開始されましたので、ご覧になっている方も多いのではないかと思っております。質問している当人でも議論がかみ合わず、もどかしさを感じているところであり、テレビを見ていてくださっている方々にいかに分かりやすく伝えることができるかを心がけなければならないと感じているところであります。

　　また、答弁の中で、反省します、考えます、あるいは実施します、私の場合に実施しますというのはほとんどないわけでございますが、とされた案件でも、その後検討結果を知らせてもらったことはほとんどないのが実態であり、議会がいかに軽視されているかを痛感せざるを得ませんでした。これは、私だけのことではなく全議員が感じていることではないでしょうか。

　　前回、久方ぶりに役場提出議案、これは予算案で200万円の補助を桐加工場に出すという案件でございましたが、これに対して修正動議を提出し、全会一致で賛成されました。私が議員になってから初めてのことであります。このように、議会が執行部に対してチェック機能を十分に発揮することが議会と執行部間の緊張を高め、それぞれの役割分担の中でよりよい町政を進めていくための方策の一つであろうと考えております。また、軽んじられない議会とするためにも、議員による執行部に対する監視機能を十分に発揮させることが必要であろうと痛感をしている次第であります。

　　年末になりましたので本年一年間を振り返った感想を述べさせていただきましたが、以下、一般質問に入らさせていただきます。

　　今議会での私の一般質問は、第５次振興計画と現在町が抱えている懸案事項についてをテーマに質問をさせていただきたいと思います。

　　第５次振興計画の前期計画が３年目を迎えようとしております。計画への取組状況や進捗状況については、毎年その結果が公表されるのではないかなと思っておりましたが、そういう仕事の進め方はしていないようでありますので、この場で明らかにできればと思って質問する次第でございます。

　　初めに、第５次振興計画の基本計画の中で、重点的、戦略的に取り組むべき施策や事業を一体的に展開することで成果を上げるんだということを目指すとしている重点プロジェクトがございます。この振興計画の一番の要の部分で、町が施策としてこれを重点的に進めるんだというプロジェクトでございますが、それについてお伺いをいたします。

　　重点プロジェクトに掲げた以下の項目の目標値及び主要ＫＰＩ値の直近値、データが公的に出ていないのもあります、あるいは１年遅れ、２年遅れで出ているのもありますが、それの一番近い値、直近値についてお伺いをいたします。

　　重点プロジェクトの１番目に１項目めで掲げているのは、「結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる」というネーミングでございますが、この中で３つほど数値をお伺いしたいと思います。

　　まず、結婚件数でございますが、これはやっぱり結婚件数が上がっていかないと出産、子育てとつながっていかないということでございましょうから、それで数値を設けている。毎年５件を目標としている結婚件数については、現在どうなっているかということでございます。

　　次に、令和７年度までに1.8人としている合計特殊出生率、この1.8という数字はかなり戦略的な数字であり、なかなか今の過去の状態からすると、あるいは我が国全体の出生率からしてもなかなか野心的な数字を掲げました。その令和７年度までに1.8人としている合計特殊出生率、現在どのようになっているかお伺いします。

　　あとは、年少人口。年少人口というのはゼロ歳から14歳までの人口でございます。やっぱり子供たちがいないということでそれを数値化しようということでございますが、これが令和７年度までに90人の微減にとどめるとしておりますが、現在どのようになっておりますでしょうか。

　　次に、２つ目として「地域資源を生かしたしごとをつくる」という取組でございます。

　　まずは、事業所数が増えないとなかなか仕事づくりもできないだろうということで、今まで事業所数がもうかなり落ち込んでまいりました。それを何とか底上げしたいということで令和７年度までに５社増の95社という目標を掲げておりますが、これについて現在はいかがなものでしょうか。

　　次に、従業者数、働く人たちですね、従業者数。これは、令和７年度までに25人を増加させるんだ、そして合計で593人にまで目標値として上げていくんだということでございますが、これについてはどのような状態になっているかということでございます。

　　次に、起業者数。きぎょうといっても会社の企業じゃなくて業を起こす、なりわいを起こすという、新しくその事業に参入するという、やっぱり新しく事業は起こさないと５社を増加するといってもなかなか進まないということでございますので、その起業者数は７年度まで毎年度合計で３件を目標とするとしておりますが、これについてはどうなっておりますでしょうか。

　　次に、３つ目として「交流人口から関係人口・定住人口につながる流れ」をつくっていくということですが、これは観光だけじゃなくていろんな形で交流人口を生み出して、そして定住につなげていくための施策を重点プロジェクトに挙げているということでございます。

　　その１つ目は、観光客の入り込み数ということで目標値を掲げておりますが、これは令和７年度までに１万7,000人を増加しようということで、36万5,000人としている観光客の入り込み数はいかがになっていますでしょうか。

　　あと、令和７年度までに人口の社会増減数、出ていく人と入ってくる人のプラス・マイナスで目標値を掲げております。これがマイナス15人、要するに外に出ていく人と残る人の割合がずっと……外に出ていく人が多くなっている、だからそれを食い止めよう、それは令和７年度までに15人の減を見てプラス・マイナス・ゼロとするんだ、出ていく人と入ってくる人、プラス・マイナス差引きでゼロにして人口を維持していくんだという目標値でございますが、これについてはどのようになっているでしょうか。

　　あとは、今度は住宅面からのアプローチでございます。毎年度３件、空き家・空き地バンク成約件数でございますが、これは毎年度３件としておりますが、現在の状況はいかがなものでしょうか。

　　最後に、「生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域」をつくっていくんだという目標に対して、数値目標は令和７年度までに要介護者の認定率、要するに要介護を止めていく、ある程度遅くするあるいは止めていくということで、2.6％認定率を下げていくんだと、そして20.0％を目標にするんだということでございますが、これはいかがなものでしょうか。

　　あとは、住みたい、住み続けたい、この町に住み続けたいと、これはアンケート調査でありますのでなかなかはっきりしない点もあろうかと思いますが、その割合を70％に引き上げたいと、今よりもプラス12.2％の70％に引き上げたいとしておりますが、これについてはいかがなっているでしょうかということでございます。

　　ちょっと細かい数字ばっかりで申し訳ありませんが、お伺いをいたします。

　　自ら掲げた目標値を常に注視していくことは当たり前のことでございます。そうでなければ、実施計画のローリングをしていくんだということについても、あるいはＰＤＣＡサイクルで取り組んでいくんだということも取り組めなくなってくるわけでございます。客観的データに基づいた分析と現在進めている事業を評価して次の施策に反映させていくことが当たり前のやり方ではないかと思っている次第であります。したがって、以上の項目は重点プロジェクトの最重要目標値でありますので、私やあるいは傍聴者の立場に立ってゆっくりと分かりやすくお答えいただければ幸いだと思っております。

　　２つ目でございます。

　　第５次振興計画を策定する際に町民アンケートが行われております。第４次振興計画に対する事業評価の中で、重要度は高いがそれまでの取組に対する満足度の低い事業、なかなか分かりにくい。その事業というのは非常に大切な事業なんだと、取り組むことが大切なんだ、しかし、取組に対して満足度が低い、きちっと取り組んでいないんじゃないかということの意味合いでございますが、いってみればワーストランキングということだろうと思いますが、それが集計されています。

　　その結果は、まず１番目に挙げられたのが行財政改革の推進であります。これは、私もずっと行財政改革の推進というのは待ったなしだよと、決算を見ても予算を見てもかなり厳しい状況にありますよと、そしていろんな条例やいろんな計画からしても行財政改革をやるとやっているんだけれども手がつけられていませんね、やりましょうよという話を何回もしてまいりましたが、遅々として進んでおりません。これが、やっぱり町民目線からしても行財政改革の推進というのが不満であるということでありました。

　　ナンバー２は、町内での起業の促進でございます。これは、起業だからなりわいを起こすという起業のほうでございますが、新しい事業に取り組んでいくということでございますが、この促進もワーストナンバー２に入っていると。で、やはり起業がされないと新たな雇用の場が生まれない、あるいは新たな生産力確保につながっていかないということでございますので、これも重要な事項だと認識しております。

　　そしてナンバー３は、これは身近な問題です。やっぱり我々は、これから雪が降ってまいりますが、雪国です。除雪体制の見直しと融雪道路の整備。やっぱり除雪をどうするんだというのが、高齢化が進行すればするほどみんなやっぱり気がかりになってきている、現実にいろんなトラブルも起きている。これに対してきちっとした手当てをしていかなくちゃならないんじゃないかというご意見だろうと思っております。となっております。

　　このワースト３に対する対応は、当然町としても手だてを講じているものと思います。そこでお伺いをいたします。町は、このワースト３に対してどのように取り組もうとしているのかをお伺いをいたします。

　　次に、まちづくり全般に対する町民意見も集計をされています。

　　そのベスト３は、ナンバー１がまちづくり方針の明確化、方針がよく見えないぞということでございますね。方針の明確化と役場職員の資質や活動の充実、役場職員の顔もなんか見えないぞ、いろんな話でお願いしたり、行ったり来たり、そこのところが不足しているんじゃないかということだろうと思います。

　　ナンバー２は、若者定住に向けた仕事や住まいの確保。先ほどのワースト３の中にも入っておりました。仕事を確保する、住まいを確保するということでございます。

　　ナンバー３としては、ものづくり文化や地域資源を生かした観光振興だと。先ほど町長の提案理由の中でもおっしゃいましたけれども、ものづくり文化、これを大切にしながら集客を図り、そして地域のアイデンティティーを確立していくんだということでございますが、それにもっと力を入れないと駄目だぞとなっているところでございます。

　　先ほどの質問とダブるところがあります。先ほどはこれまでの取組についての評価を聞いているのに対して、このベスト３はこれからのことを聞いていてどうしても重複するということがありますが、改めてこれらに対する取組はどのようになっているのかお伺いをいたします。

　　次に、三島町の懸案事項についてをお伺いをいたします。

　　全国どの市町村においても、生き生きと暮らせ活力あるまちづくりをするために奮闘、努力がなされております。特に、山間僻地、豪雪地帯に位置する農山村部の町村は、押し寄せてくる過疎化と高齢化という波に侵食され必死になって抵抗しているのが現状ではないでしょうか。

　　さきの質問では、第５次振興計画の取組状況を伺いながら、協働のまちづくりを実現するための具体的方策について明らかにしてみようと試みたところでございます。三島町の懸案事項については、振興計画に全てが集約されているんだ、それ以上のことはないんだという考え方もあろうかとは思いますが、その底流にある問題点や課題、あるいは振興計画にはなじまないような課題があるのではないかと思っております。そのような認識をお持ちであればぜひご答弁いただきたいと思いますが、その上で質問をいたします。

　　第５次振興計画への取組と改めて紹介いたしました町民意見を踏まえ、現在三島町が抱える懸案事項をどのように認識しているか、トップ５をお伺いいたします。あわせて、これらを解決するための方策や取組活動についても改めてお伺いをしたいと思います。

　　質問は以上でございます。

　　予想されたことではございますが、またコロナの勢いが増しております。限られた発表しかないので現在詳細は分かりませんが、日々の暮らしの身近なところでも感染者が出ているようであります。間もなく年の瀬を迎えるこの時期は、外部との接触機会も多くなります。どうぞ町民の皆様方には、マスク、手洗い、うがい、そして特に換気、こういった基本的な対策を心がけていただき、健やかに新年を迎えられますようお願いをいたしますとともにお祈りをいたします。

　　最後に、私ごとで恐縮ではございますが、来年５月に任期満了を迎える三島町町長選挙に再度立候補をいたしたく、その準備に取りかかるため、本年末をもって議会議員の職を辞することとしたいと考えております。これまで議長をはじめ議会議員の皆様方にはこれまでいろいろ叱咤激励、ご指導をいただきました。賜りましたご厚情に対しまして心からこの場をお借りして感謝を申し上げる次第でございます。誠にありがとうございました。

　　以上をもちまして私の一般質問とさせていただきます。ご静聴、誠にありがとうございました。
○議長　　町長。
○町長　　２番、二瓶辰右エ門議員のご質問にお答えいたします。

　　１項目めの１点目の重点プロジェクトに掲げた目標値及び主要ＫＰＩ値の直近値についてですが、結婚件数は、目標値の毎年５件に対して令和３年度は５件でございます。

　　合計特殊出生率は、目標値の令和７年度までに1.8人に対して令和３年度は0.89人です。

　　年少人口は、目標値の令和７年度までに90人に対して令和４年10月１日現在で85人でございます。

　　事業社数及び従業者数は、令和３年度に実施した経済センサスの確認集計が令和５年６月公表となりますので、公表され次第お知らせいたします。

　　町民所得は、目標値の令和７年度までに258万円に対して令和元年度は235万4,000円でございます。

　　起業者数は、目標値の令和７年度までに３件に対して令和３年度はゼロ件でございます。

　　観光客入り込み数は、目標値の令和７年度までに36万5,000人に対して令和３年度は21万4,779人でございます。

　　人口の社会増減は、目標値の令和７年度までにプラス・マイナス・ゼロに対して令和３年度はマイナス28人でございます。

　　空き家・空き地バンク成約件数は、目標値の毎年度３件に対して令和３年度は２件でございます。

　　要介護者の認定率は、目標値の令和７年度までに20％に対して令和４年10月１日現在では22.2％でございます。

　　住み続けたい割合は、町民アンケートによる数値になっており、後期計画策定の際に再度アンケート調査を実施した上でお知らせしたいと考えております。

　　第１項目の２点目のナンバー１、行財政改革の推進については、昨年度第５次振興計画の前期令和７年度までの計画に対応した三島町中期財政計画を策定し、今年度は県の財政診断を受けており、透明性を高め計画的な財政運営に取り組んでまいります。また、令和５年度からは、新たな定員管理に基づく効率的な行政運営を図るため、現在策定を進めておるところでございます。住民サービスの質の維持、向上を図りながら適正な定員管理を推進し、積極的な行財政改革に取り組んでまいりたいと考えております。

　　ナンバー２の町内での起業促進の取組ですが、当町では起業を予定される方への相談窓口と資金支援制度を設け、町の支援補助金関係の一覧を町ホームページにおいて公表しております。また、農業分野においては、福島県農業次世代人材投資資金があり、町と県の支援体制も充実しておるところでございます。これまでの取組では、独自の生活工芸アカデミー受講生と伝承生の方々、地域おこし協力隊の方へは起業要望のある方への対応をしておるところでございます。

　　ナンバー３、除雪体制の見直しと融雪道路整備の取組ですが、除雪作業は町管理道路と県管理道路の委託路線については町内企業に委託して、除雪作業の効率化と住民ニーズに対応するための除雪体制を随時検討しております。また、高齢化が進む除雪オペレーターの育成、確保のため、除雪オペレーター育成支援事業補助金を創設し、４名の実績となっております。融雪道路整備も、地区からの要望については補助事業を活用しながら計画的に整備しているところでおります。

　　３点目のまちづくり全般に対する町民意見の対応におけるナンバー１、まちづくり方針の明確化と役場職員の資質や活動の充実でございますが、まちづくり方針の明確化については町としては振興計画策定時に概要版、あるいは地区座談会等で配布し、計画書も各家庭に配布しております。町民の方々にさらに分かりやすく伝える広報紙やみしまテレビの活用、身近な課題のある紹介の際に工夫をするなど検討しなくてはならないと考えております。

　　次に、職員の資質や活動の充実でございますが、町民の皆さんから厳しいご意見をいただいております。職員には町民目線で取り組んでほしいと伝えております。また、庁内連絡会時にも担当課長への課内への取りまとめや町職員からの企画提案などを積極的に取り組むよう指示しているところでございます。

　　ナンバー２の若者定住に向けた仕事や住まいの確保ですが、仕事については求職がある場合には当町のお知らせ版で町内に周知し情報の発信に努め、加えて当町では無料職業紹介所も設置するなど就業への対応を図っております。さらに、今年度からは、議員もご存じのとおり、奥会津３町村の民間の方々が連携した取組で地域づくり協同組合を設立し、働く場の確保へのご尽力をいただいております。また、自ら起業する方には、２項目でも答弁させていただきましたが、起業に関する相談窓口と補助金の支援体制を整備しておりますので、起業したい方には情報が届くよう取り組んでまいりたいと考えております。

　　住まいの確保については、町では45歳以下の単身者を対象とした若者単身住宅12戸、移住促進のための上ノ原住宅の12戸を整備しております。町内への定住に大きな役割を担っている世帯用の中平住宅については、建設後約30年を経過していることから計画的な改修を進めており、全24戸のうち現在11戸が改修済みであります。また、空き家等を活用した施策として売買や賃貸をマッチングする空き家を改修し、入居希望者に対し貸し出す空き家利活用に取り組み、移住定住を促進してまいります。

　　ナンバー３、ものづくり支援、文化や地域支援を活用した観光振興の取組でございますが、まず当町の代表的な取組であります生活工芸においては、生活工芸館を中心として行政と作り手組織である奥会津編組品振興協議会と連携してものづくり技術の継承と販売促進を図り、当町の観光による経済効果の一端を担っております。コロナ禍により年間開催したイベントが実施できない状況でしたが、10月に開催した秋の工人まつりでは多くの方々に来場いただき、改めて当町最大の魅力があると確認いたしました。次年度以降、イベント開催に加え、実際に技術が習得できるものづくり教室の開催や工芸品が購入できる施設として誘客を図り、町内宿泊施設あるいは飲食店等への波及効果を図ってまいりたいと考えております。

　　地域資源につきましては、10月１日に再開通した只見線と町最大の観光スポットである第一只見川橋梁ビューポイントでは平日も混雑が続いており、今後も誘客の目玉として取り組んでまいります。また、今年度より取り組んでおります美坂高原星空活用事業においては、星空という新たな観光資源を見いだし、町民の若い世代とも連携し施設の利活用を図ってまいります。その他にも旅行者のキーワードとして上位にある温泉あるいはグルメについても、宮下温泉があるほか会津地鶏が食べられる飲食店もあります。しかしながら、国道から町なかへのアプローチが不十分でありますので、単なる情報提供だけではなくそれぞれの魅力発信に取り組み観光資源や交流人口の拡大を図ってまいります。

　　第２項目めの三島町の懸案事項でございます。

　　第２項目の懸案事項としては、計画内の重点プロジェクトそのものであると認識しております。

　　改めてご説明しますと、「結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる」、第２点「地域資源を生かしたしごとをつくる」、３点目「交流人口から関係人口・定住人口につながる流れをつくる」、４点目「生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域をつくる」の４つであります。これが、三島町が重点的に取り組むべき課題であると認識しております。この４つの課題を解決していくために目標を基に取組方針を定めております。

　　１、「結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる」では、若者を中心とした世代間の交流あるいは出会いによる新たな可能性の創出とともに、安全・安心な出産や子育てへの支援、共働き世帯が育児と仕事を両立しやすい環境づくりを進め、住み続けたい町の実現を目指しております。

　　２点目、「地域資源を生かしたしごとをつくる」では、地場産業の振興による雇用の創出及び再生可能エネルギーや農商工連携による地域経済の循環に取り組み、地域資源を生かした仕事をつくってまいります。

　　３点目、「交流人口から関係人口・定住人口につながる流れをつくる」では、農山村固有の文化や自然と共生した豊かな生活との情報発信とともに観光誘客の取組による交流人口の増加策の展開、空き家等の活用等による住環境の整備を図り、交流人口の拡大と定住推進により人の流れを創出し地域の活力向上につなげていきます。

　　４点目、「生涯いきいきと過ごせる魅力ある地域をつくる」では、集落に息づく貴重で魅力あふれる地域資源の有効な活用を図るとともに全ての町民が生き生きと過ごせるための健康づくりを推進し、生涯活躍の元気なまちづくりを進めていきますと取組方針を定めております。

　　さらには、４つの重点プロジェクトでは、課題に対応する個別プロジェクトを定め、その中に振興計画で取り組む全ての施策から優先すべき事業をピックアップして取り組みます。議員からご指摘がありました町民の皆様からのご意見としていただいている内容にも対応しておりますので、この重点プロジェクトに取り組んでまいります。そして、何よりも重要なのは、この施策を実行していくのは私たち職員であります。町民の皆さんの目線に立ち、町民の皆さんについて分かりやすく周知し、職員自らも常に向上心を持って取り組むよう指示し町政の運営に取り組んでまいります。

　　以上です。
○議長　　再質問を受けます。

　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　長い答弁、町長、ご苦労さまでございました。ありがとうございます。

　　町長、一番最初に言われたように分かりやすく説明するということですが、これを聞いて皆さんが果たしてどのぐらい理解できたかなと思う次第でありまして、私の質問自体も数字を聞いたところでございますのでなかなか分かりづらかったかなと思っております。多分、表か何かにして出してくれるのかな、そうすると誰でも分かりやすいですよね。そしてまた、それを毎年毎年実施していくということが、やっぱり質問の中でも述べたようにローリングをしていく、ＰＤＣＡサイクルで回す、そこのところがしっかりしていないとなかなかこれはできないわけでございますので、やっぱりそんなかなと思っておりますが、町長のご感想をお伺いをいたします。

　　多分この数値について毎年追っていられなかったから、初めてこういう実態にあるということが分かったんじゃないかと思います。私は、今回のこの数字を見て、やっぱりどうしても弱い点、弱い点は経済面に対する活性化、これは事業所数や起業者数やそういった面ですね、そしてあと人口減少を食い止めるということに対する取組の弱さというのがこの数字に表れていると私は感じているんですが、全体を通して町長はどのように感じられましたか。
○議長　　町長。
○町長　　まず、人口の減少の問題ですけれども、全体のパイが、ご承知のように１億2,000万人から2050年には１億人を切るだろう、2100年には6,000万人から8,000万人になるだろうという国の推計がある。そういう状況の中で人口増というのを、例えば考えますと、会津はほとんど全部、全町村が減っている、その状態の中でどういうふうに人口増をやるのかというと、ある面では非常に難しい課題だなと考えております。しかしながら、その課題にやはり積極的に対応するというのが我々の職員の大きな役割でございますので、そうしますと何に魅力を感じるのかというと、例えばこの農林業の振興、例えばカスミソウ、今カスミソウが昭和と一緒に柳津でやっています。昭和は５億、あるいは柳津は１億ちょっと。三島は3,000万円にようやくなったと。そういうもの、農業の生活の基盤を増やしながらやはりまちづくりをすることによって、例えば生活工芸アカデミーが終わっても次の職に就けるような、あるいは特定地域づくりを回しながらこの中で定住していただくというのが、やはり今考えられる私の最大のことでございます。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　私が聞いたのは、これからの取組ということを聞いているんじゃなくて、この数値を見てどのように感じましたかということなんですけれども、私はその経済面と人口減少面が弱いねということをお伺いしたんですけれども、何か今度は人口がどこでも減っているからおらほも減るんだというような、そういうことを聞いていたわけじゃないんですけれども、それはまあ、そういう答弁でよかろうと思います。

　　あと、もう一点だけお伺いします。

　　方向性は変えましたねと、方向性を大きく変えましたね。行財政改革を私はずっと主張してまいりました。議会だよりにも全部出ておりますが、町長の答弁はできませんでした、考えます、あるいは議会と協議して外部委員を入れるかどうかその手法についても検討します、やってきませんでした、その時間がありませんでしたという答弁に今まで終始しておりました。今回大きく変えましたね。これはなぜですか。
○議長　　町長。
○町長　　行財政改革は、合併が破綻したときに平成19年に徹底的に我々の給与も含めて、あるいは議員の給与も含めてやってきたというのが現実です。やはり県と、ご承知のように県もいろいろな指導機関がありますので、そういうことも含めてやはりその点も限られた財政の中で効率的にやるには大事だなと考えております。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　だから、聞いている人が分からないんですよ。だから聞いている、私はスタンスを変えましたねと、やっていないと、やるように考えます、議会とも協議します、時間がなかったからと答弁が終始されていたのが、今回この答弁を見ると取り組んでまいりますということだけですね、そしてあたかもまるでやっているかのような答弁、こういうこともやっています、ああいうこともやっていますと変えましたねと、それは意識的にそのようにされているんですか。今までは行財政改革、だから町民のワーストナンバー１も行財政改革の推進ということがなされていないのが不満だよと、こう言っているわけです。私は、そんなことも分からないで今までずっと議論を町長ともしてきました。そのスタンスを変えたんですね、そして変えたのはなぜなんですかということをお伺いしているんです。
○議長　　町長。
○町長　　当然、財政の改革というのは大事だということで、やはりいろいろな事業が入ってきますから予算削減なり、あるいは例えば二瓶議員からご指摘があった、前からそれはあるんです、あるんですけれどもそれをやってこなかったというのは一つのやっぱりこれからの反省点で、しっかりやっていかなければならない。その代わりやっぱり県と密接に、市町村の財政課のほうでいろいろいったりなんかして、これでいいのかどうかということの視点を考えていきたいなと考えている。ただ、重要だとは思っているんですよ、金がなければ何もできませんから。ただ、それをこの数値で大丈夫なのかということでまた別に指摘がありました。そういう視点からやっぱり行財政改革をしなきゃならない。それは、ひいては町民の幸せのためになると考えておりますのでよろしくお願いします。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　分かりました。

　　あともう一つは、職員の資質や活動が伝わってこないぞということに対して、町長は、これはほかの議員の方々からも同じような質問はいっぱいこれまでなされました。私もそこに踏み込んで質問をさせていただきました。そのときに、スズメの学校かメダカの学校かなんて言ったのを覚えていらっしゃいますか。で、まあ、スズメの学校、メダカは……何ですかね、メダカはみんなで協力し合ってやるですかね、で、スズメは誰かがむちを振り振りだからトップダウンでやるということを言いたかったのかなと思っていますけれども、自分はメダカの学校方式でやっているんですよということを言いたかったのかなと思うんですけれども、そこの中で私は言っておりますと、伝えています、職員には伝えています、その都度、その都度が何回ありましたかね、それほど伝えています、伝えていますということなんですね。そしてあとは、担当課長に任せています、担当課長と議論します、担当課長を通じてやらせます、こういう答弁が今までの体制で、今回もそのような形になっております。私は、小さな町だからこそ結果を出すということが一番今求められているんじゃないかと思います。結果を出すと。要するに、何回も同じことがいろんな議員の皆様方からも、そして私からも繰り返しそういう問題がありますよと言っていてもなかなか結果が出てこない。だから、同じ町民からの苦情やそういったものにつながっていく。これはなかなか難しいことでございますが、まあ、そのスズメの学校かメダカの学校が私には分かりませんけれども、今までどおりのスタイルでやっていては結果が出てこないんですよ。やっぱり我々は結果を求める。そのためにどうするんだということを真剣にぜひ考えていただきたいと思うのでございますが、ご感想を一点お伺いをしてみたいと思います。
○議長　　町長。
○町長　　スズメの学校とメダカの学校、何回か繰り返されて答弁しています。例えば、振興計画についても全議員同様に言っておる、ということですから、だからそのときにいろいろなご意見を伺いたかったのかなと私は思う。そうしますと、例えばメダカの学校がいいのかスズメの学校がいいのかという、私はやはり人を動かす、あるいはスズメの学校よりはメダカの学校のほうが全体的にうまくいく、あるいはいろいろな意見を吸い上げることができる。例えば、二瓶議員に伝わる情報と私に伝わる情報は全然違いましたから。（「いや、そうでしょう」の声あり）当然ね、当然違いました。だから、例えば自分の意見と同じ支持者が、例えば同じ二瓶議員におっしゃること、私の支持者が私におっしゃることというのはまるきり違いますから……（「まるきりでもないよね」の声あり）ある程度違いますから、だからその辺を含めて自分と同じ支持者に対してこれは駄目だ、これはいいとかということでは私はない。私に反対する人も、私に例えばいろいろな情報が入ってきますから、そういう場合はやはりそれはもうちょっと穏やかというとおかしいけれども方法論としてはいろいろあると考えておりますので、よろしくお願いいたします。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　また話が、町長、ずれているんですよ。私は、その同じことが何回も何回も言われていますね、それをやっぱり解決しなくちゃならない、結果を出すということが必要なんじゃないですかと申し上げているのに、その議論がなぜかいつの間にか支持者と反支持者の私は区分けはしない、あんたは区分けはしているでしょうみたいな議論にすり替わって、なんか、私も別に町長の支持者の中から話が全然伝わってこないわけではないわけですし、私は、あれですよ、振興計画に基づいた回答を求めているんですよ。支持者とか支持者じゃないとかそんなことの観点から物事を申しているわけじゃなくて、矢澤源成町長としてこの振興計画に対してどんな感想をお持ちか、あるいは何回も同じことが指摘されている、そして町民からの意見もナンバー１に、ナンバー２に上がっている、そういったものに対して結果を出していかなければこういう町村は遅れてしまいますよ、それに対してどう考えていらっしゃるんですかと、こういうふうにお伺いをしたわけでございます。
○議長　　町長。
○町長　　当然、私もこの立場で結果を出すということが、それは私の信念、覚悟でございます。だから、それは例えばいろいろな振興計画の中でこれはやらなきゃならない、あれはやらなきゃならない、これは町民のために結果を出していくというようなことが、例えば結果が何だかというと、その結果というと抽象的な言葉だと思うんですよ。だからそれは……（「だから目標値を決めているんでしょう」の声あり）目標値を決めていますから、そういうものも含めてしっかり現職員とともにやっていくというのが私の考え方でございました。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　なかなか行き違いで、私の足元の泉を掘っても別にその敵対するということじゃなくて、やっぱりみんなの意見をきちんとお伺いをしながら協力したまちづくりというのを進めるべきだというのがもちろん私も同じ思いでありますから。ただ、やっぱり何回も私、言いますように、やらなければならない課題、町民がこれは違うなと思っている、これはアンケート調査なんていうのは実にそのまま振興計画になっている、そういうことですよね、不特定多数の人の意見を集約したものでありますから、だから申し上げている。結果を出していく行政、町政というものを強くお願いを申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。

　　あの、今回は地域振興課が多分担当の部分が非常に多かったろうと思います。課長さんがいなくて大変ご苦労したんだろうと思います。そっちに質問を投げかけなくて申し訳なかったんですが、そんなことで私の再質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。
○議長　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時25分まで休憩といたします。（午前１１時１４分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時２５分）

　　３番、五十嵐健二君。

　　なお、五十嵐健二君の持ち時間は、ただいまから12時25分までといたします。
○３番　　私は、今回国で進めております教育関係の大変大きな事業に関してであります。この事業は、現在の中学校の子供たち、そして保護者に関係ある大変重要な事業でありますので、そのことに関しまして町の考え方をいろいろお聞きしたいと思います。

　　それでは、質問に入らさせていただきます。

　　中学校における部活動の地域移行について伺います。

　　公立中学校の休日部活動を民間のクラブや指導者に委ねる地域移行が2023年度から段階的に始まり、スポーツ庁の有識者会議では2025年までの３年間で達成すると目標を掲げております。しかしながら、指導者の確保や受皿あるいは大会の在り方や保護者の経済的な負担など様々な課題があると思われるが、町教育委員会としてはその体制づくりをどのように考えているのか。生徒たちへの影響は、予算の確保は、またこれからの３年間をどのように進めていくのか、その考えを伺いたいと思いますので、よろしくご答弁のほどお願いいたします。
○議長　　教育長。
○教育長　　３番、五十嵐議員のご質問にお答えいたします。

　　休日の部活動の地域移行が2023年以降段階的に移行するための教育委員会の取組についてのお尋ねでございました。

　　部活動の地域移行については、文科省が学校の働き方改革を踏まえた部活動改革についての中で令和５年度以降に休日の部活動を段階的に地域に移行すると示してから、今年度になってようやく文科省や県の取組が示されるようになってまいりました。

　　まずは、休日の部活動から段階的に地域移行していくことを基本とし、令和５年度の開始から３年後の令和７年度末を目途とされています。なお、ここでいう段階的とは、教育委員会の取組をそれぞれの実情に合わせてステップアップしていくことで、できるところから、できる部活動からと考えられているところでございます。

　　少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツや文化、芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため部活動の地域移行が国から提言され、地域の子供たちは学校を含めた地域で育てるという意識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備し、地域の実情に応じ生徒のスポーツ、文化、芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要という案が示されました。

　　ご存じのように、部活動は、学校の教育活動の一環として授業とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会や多様な生徒が活躍できる場としての意義を深めながら、これまで日本独自のスポーツ文化の在り方として定着してまいりました。しかし、部活動の多くは教育課程外の教育活動、言わば必ずやらなければならない活動ではない活動として教員のボランティア的な取組によって支えられている現状があることや、少子化に伴う学校規模の縮小や教員数の減少により部活動が生徒のニーズに応えることができない状況が生じていることなどから、今後部活動に代わる新たな中学生のスポーツや文化的な活動の環境を地域で構築していく方針が打ち出されました。

　　これは、議員ご指摘のとおり、大変大きな変革でありまして、現在教育委員会では国や県の動きを注視し、そして当町と同じような環境の町村とも連絡を取り合いながら新しい体制づくりについて研究をしているところです。

　　現時点での県内の動向では、３年間のスケジュールでなかなか厳しいと考えている町村が８割を占めているほど当町にとっても大変難しい問題でございます。主な理由といたしましては、五十嵐議員ご指摘のように、指導者の確保、組織づくりや実施主体、いわゆる受皿の確保の難しさ、そして費用、財源の問題があり、さらにはそれについての国や県からの情報の不足が大きな要因となっております。

　　今後の教育委員会の取組といたしましては、今年度中に教育委員会内で休日の部活動の地域移行に向けてさらに研究を進めた上で、中学校と協議しながら町としての方向性の協議をスタートしていきたいと思います。令和５年度には町としての方向性を策定したいと考えておりまして、そのためには生徒や保護者、教師、そして地域団体の意向をアンケートなどで把握していきたいと思います。その上で行政、地域団体、学校、保護者等による関係者協議会を設置し、部活動地域移行の趣旨、方向性、スケジュールについての共通理解を図り、重要な検討課題についての協議を進めていきたいと考えます。その際、生徒、保護者に対しましては、部活動の地域移行の趣旨、方向性、スケジュール等について十分に説明をしたいと思っております。また、教職員や地域団体等に対しましても、同様に部活動地域移行の概要について説明するとともに参加意向など調査を実施できればと考えております。

　　また、五十嵐議員ご指摘のとおり、受益者である保護者の費用負担を含め今後必要と思われる経費、人員の検討等予算措置について、次年度に向け実施すべき事務や事業の検討そして国や県で実施する事業の活用の検討を進めてまいりたいと考えております。

　　当面は、現行どおりの学校の管理下において行われる部活動を継続しながら、令和５年の進行状況を踏まえて令和６年度と７年度の取組を決め、令和８年度以降には将来にわたり生徒たちがスポーツに継続して親しむことができる環境を整備していきたいと考えております。

　　いずれにいたしましても、今回の部活動改革は生徒の思いを第一に考え、まずは生徒の活動をよりよいものとすることを目指し、そしてその結果、教員の働き方改革を図っていく、その重要な改革として捉えて取り組んでまいります。

　　その中で、休日に学校部活動がなくなることを前提として、地域の状況に応じ、地域の持っている資源を生かした新しい活動機会の創出に向けた準備を進めたいと思っております。

　　今後、五十嵐議員の貴重なご指摘を踏まえながら多くの課題を解決していく必要があることから、これらの課題と向き合いながら、令和５年度からの３年間を見通して着実に準備を進めていきたいと思っております。
○議長　　再質問を受けます。

　　五十嵐健二君。
○３番　　ただいまの教育長の答弁、誠に細かく分かりやすい答弁でありました。再質問の内容もこの中には表現されておりますので、大変分かりやすい答弁だったと考えております。

　　その中でちょっと確認したいことがありまして、この答弁の中でも、現在行われている部活動は教育の一環で行われていると説明がありましたが、今後地域移行になった場合にその指導者が指導するそういった部活動に関しては教育の一環ではなくなってしまうのか、現在行われているような活動が続けられていくのか、その辺のところをちょっと確認したいと思います。
○議長　　教育長。
○教育長　　部活動は学校教育の一環として行ってまいりたいと先ほどの答弁でもお答えしたとおりでございます。部活動は、教育課程外の活動で、授業のように法令上学校が設置運営する義務とはされておりませんが、現在の学習指導要領でも中学校の学習指導要領で位置づけられておりますので、学校教育の一環として生徒の多様な学びの場として教育的意義が大きいと考えますので、この趣旨を生かしていければなと思っているところでございます。

　　なお、外部の指導者を迎えたような場合でも、今まで培ってきた学校教育の一環として生徒の学びの場を生かせるような取組を教育委員会としても具体的に進めていければなと考えております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そういった場合に大変重要であるのは、その指導者の選定だと考えております。指導者というふうな形でありますから、子供たちにとっては様々なそういった影響を受けやすいような年代でございます。そして、指導者が行うその指導方針と指導ですけれども、学校の先生が行う指導方針と指導について開きがある場合には、子供たちに与える影響というのはちょっと考えにくい、ちょっと子供たちがその変化に対してどのように適応していけるのか、その辺のところも大変重要な問題だと思いますが、教育委員会としてはそういったときの問題をどのように考えているのか、ちょっとお伺いしたいと思います。
○議長　　教育長。
○教育長　　残念ながら、当町としての今後の体制が定まっているわけではございませんが、外部から指導者を迎える場合につきましては、もちろん技術指導ができる人材の確保の問題がございますが、まずは指導者の人格や子供たちへの健康面や安全面への配慮ができるかどうか、そしてご指摘のとおり外部の指導者とそれまでのまたは学校の先生方の指導方針や方法が違った場合、子供たちへの影響が出てくるかもしれません。そうした問題を解決するために、指導者の研修をはじめ教育委員会や学校は地域の多様な主体が実施する活動になった場合でも今までの活動方針、活動状況や生徒に関する情報の共有を図る機会などを設けて適切に連携していければなと思っております。また、今後関係者によって設置される関係者協議会においても、アンケートの結果などを基にしながら持続可能な部活動の在り方について議論を深めていければなと考えております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　この案件につきましては、来年度から国で段階的に始まるような形になっておりますので、町としても国、県がどのような方針を求めてくるのかというのはただいまのところはそんなにはっきりしているわけではないと考えますが、町としてやはりしっかりした考えを持って進めていかなければならないことは、やはり第一に子供たち、この答弁書の中にもありますが、第一に子供たちのことを考えてということがベースになってきますので、その部活動の移行に関してその実施主体とか受皿、そういったことに対して現在どのように認識されているのかを伺いたいと思います。
○議長　　教育長。
○教育長　　議員ご指摘のように、地域移行に関しまして大きな課題の一つとしてその実施主体や受皿の問題がございます。

　　当町におきましては、ご存じのように、大きな町のように総合的地域スポーツクラブというものはまだなくて、また中学校の現在の唯一の部活動である卓球のスポーツ少年団もない状況でございます。町の体育協会の卓球クラブは自主的な同好会でございまして、いずれも直接の受皿とは今のところなかなか考えられない状況でございまして、受皿は今のところは見当たらない状況でございます。

　　この実施主体、受皿という重要な課題に対しまして、現在のところは学校の部活動は休日の大会参加については保護者や保護者会が担当しているということもありますので、今後中学校の保護者会と意見交換をしながら、関係者協議会で議論を深め解決の糸口を見つけていくことが大切であると認識しております。

　　また、近隣市町村とも情報交換をすることも課題解決に向けて非常に有効であると考えておりますので、今後も積極的に取り組んでまいりたいと考えております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうしますと、やはり受皿という形ですとなかなか難しい問題が出てくると考えますが、今の答弁ですとやはり保護者会、その組織体制をしっかりさせてから保護者会と協議しながら教育委員会がそういった受皿をつくっていくというような、こちらの理解でよろしいんでしょうか。
○議長　　教育長。
○教育長　　今のところ、国や県で示しているようなスポーツ少年団でありますとか総合的地域スポーツクラブのようなことはないものですから、まずは中学校、そして中学校の部活動の保護者会とまずは意見交換をしながら有効な受皿としてつくっていきたいなと考えておりますが、そこには町の教育委員会が主体的に関わって進めていきたいと考えております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　やはり保護者の組織というのが大変重要な鍵になってくると思いますので、教育委員会ではその保護者との話合いをしっかりと取っていただいて、その体制づくりをしっかりとつくっていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

　　次にですけれども、そういった保護者の経済的な負担ということを考えますと、今まで以上にその負担が大きくなってくるものと考えられますが、例えば大きな中学校、小規模な中学校に考えますと、やはり部員数の多さでその保護者の負担も変わってきます。そういった場合に、町としての考え方として国、県でどういうふうな考え方を示してくるか分かりませんけれども、その保護者に対する負担を小さくするような考え方は現在お持ちなんでしょうか。
○議長　　教育長。
○教育長　　町の教育委員会といたしましては、やはり保護者の費用負担ということについても重要な課題の一つであると考えておるところでございます。受益者負担ということが国からも述べられておりますが、国としてもだんだんそのことについての支援策が出てきたような段階でございます。あと、県は支援はまだ確認されておりません。町の教育委員会といたしましては、例えば指導者の報酬であるとか会場使用料、移動経費、保険料、消耗品代、事務費など費用負担額の調査をいたしまして、公的な補助とか支援策についても重要なことであると考えておりますので、適切に今後とも検討していきたいと考えております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　三島町教育振興基本計画が令和３年度に発行されておりますが、その中で積極的な学校支援を促進しますというような項目もございます。ですから、これから地域移行という形になってきますと保護者の負担、子供たちへの影響、様々な問題がこれから出てくると思いますので、教育委員会としてもしっかりとしたその対策を取っていただきたいと考えておりますので、できれば議会、全員協議会でも結構ですから、そういった案件が決まるようなことがあればその場で報告をしていただければよろしいのかなと思いますので、その辺のところも考えながらこれからしっかりと進んでいっていただきたいと思いますのでよろしくお願いをいたします。

　　以上で私の質問を終わらせていただきます。
○議長　　５番、長谷川清雄君。

　　長谷川清雄君の持ち時間は、ただいまから12時47分までといたします。
○５番　　５番、長谷川清雄です。

　　矢澤町長の町長選に再度出馬の意向について。

　　矢澤町長も就任されはや２期目が終わろうとしています。福祉対策町営住宅も新しくなり、学校の完全給食も始まりました。何かと苦労の多い中で町政運営に当たれられたことに敬意を申し上げます。

　　そこで、令和５年５月で任期満了となりますが、現職である矢澤町長さんが再度出馬されるのかどうか、現在の再出馬の意向をお伺いいたします。

　　町民の健康について。

　　三島町保険事業計画において、関係各位の方には様々な取組を行っていただいていることに感謝を申し上げます。しかしながら、結果が出るまでは容易ではなく、また長期治療を必要とする重症患者が出ることによって医療給付費が大幅に増加することが危惧されます。大事なことは、常日頃から健康管理及び食事管理等が重要と思います。どれだけ自分の健康に関心を持つことができるのか課題があります。それでは、総合健診を受けるなどして自分の身体の悪いところを見つけ、治療に本気で取り組むことが大事だと思います。

　　そこで、次について伺います。

　　令和４年度の総合健診の受診率はどうでしょうか。三島町の国民健康保険医療費が年々増加している厳しい財政の中で、今後どのような対策を取るのかお伺いします。
○議長　　町長。
○町長　　私の２期目が終わるということで、今後の出処進退をどうするのかというようなご質問であろうかと思います。

　　町民の皆様や町民の皆様以外から町長選への出馬要請がありましたが、地域のことや家族のことを含め様々な角度から考えてきたところでございます。

　　従来のまちづくりの歴史性や文化性を核とした継承、活用を重点に全国的に注目を集め、現在も地方創生の時代でも十分に先見性のある地域づくりの理念が、ある面ではふるさと運動や生活工芸運動、健康づくり運動、そして地区プライド運動であると私は確信しております。小中学校の給食の無料化の実現、保育料の無料化の実現、１歳未満の紙おむつあるいは上限3,000円として支給、あるいは18歳未満や75歳以上の町営バスの無料化を実施し、子育てしやすい、あるいは児童福祉や高齢福祉の充実を図ってきたところでございます。また、地域の切実な課題を県等と協議しながら、県立宮下病院の移転新築や全国的に注目の的である奥会津在宅医療センターの新設、あるいは大谷バイパスの新設工事や道の駅の拡張と同時にガソリンスタンド新設をお願いしながら現実的な施策として実現し、若者単身用住宅あるいは早戸温泉湯治棟の新築や、隣接町村と連携協力してカスミソウの振興、あるいは福大や農大との連携をしながら農業の振興や会津地鶏の振興策を図ってきたところでございます。また、環境あるいは再生、包括福祉、健康というキーワードの中で大きなテーマの中で実現したものもありますが、地域資源の活用やＳＤＧｓの項目の事業を含めたカーボンニュートラル環境の整備、医療福祉の充実、連携と協力、そして再生と農林業を核とした地域振興策が交流から定住につながると私は確信しております。加えて、新型コロナウイルス感染拡大防止策と地域経済の維持、再生に対応してまいります。これらの施策が複合的にかみ合ったときに、持続可能な地域あるいは三島町になると考えています。

　　そのためには、町長選挙において町民の皆さんのご負託がいただけるのであれば、引き続き三島町長の職に挑戦を続けていくことが第５次振興計画を樹立した私の使命であり覚悟であると考えておるところであります。しかしながら、いずれにしても町民の協力あるいはいろいろな支えがなければできないことでございますので、なお、サッカーじゃないんですけれども新しい風景を見るというようなこと、あるいは未来を切り開くということが必要かと考えておりますので、まだ先ほど言った様々な事業を私の手で成し遂げたいと考えております。

　　以上です。

　　２項目めのご質問にお答えいたします。

　　１点目の令和４年度における総合健診の受診率ですが、現段階では県平均18.5％に対し62.5％となっており、県内においても非常に高い数字となっております。

　　２点目の国民健康保険における医療費の増加に対する対策についてですが、当町の令和４年度における１人当たりの医療費は３万4,480円となり、県平均の医療費２万8,144円よりも高い数字となっております。ここ数年において医療費は県平均並みの数字で落ち着いていましたが、今年度は医療費が増加しており、今回の議会で補正計上したところでございます。主な要因としては、がん、あるいは心筋梗塞、脳梗塞など医療費が高額になりやすい症例が増えたことが挙げられます。また、町では高血圧あるいは高脂血症、あるいは糖尿病などの疾患も多いことから、長谷川議員ご指摘のとおり、総合健診などを積極的に受けていただき個々人の健康状態を把握し、それに応じた対策をすることが最も重要でありかつ必要であります。

　　今年度は、総合健診の結果を基に早急な受診が必要な方や生活習慣の改善が必要な方を保健師が訪問し、個々に合わせた改善策の提案や指導を行っております。今後も定期的な訪問を続け、大きな病気の発症予防や重症化予防に努めることで医療費の減少につなげていきたいと考えております。町民の皆さんが健康で生き生きとして暮らしていけるよう、職員が一丸となり各種事業を展開してまいりますので、ご理解、ご協力をお願いします。
○議長　　再質問を受けます。

　　長谷川清雄君。
○５番　　矢澤町長さんの２回目も終わろうとしていますが、それでこの件は今町長さんよりお伺いしたので、１番目は終わります。

　　続きまして、町民の健康についてでございます。

　　どうしてもやっぱり町としては高血圧やそういうのが結構あってなかなか、総合健診などをやっておりますが、個人の健康状態、そしてまた総合健診などをやっていますが、これからはどのようにしたら少なくなっていくのかお伺いします。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　５番、長谷川議員の質問についてお答えいたします。

　　先ほども町長の答弁にもございましたが、まずやはり医療費を削減するには一人一人の健康状態を常に把握しておくということが一番大事なのかなと思っております。自分の健康をどういう状況なのかというのを把握しその目標に向かってどう改善していくかということがやっぱり医療費を削減する大きな問題ではないのかなと。よく勘違いされるのは、薬を飲んでいるから大丈夫だとかというような形の捉え方ですが、それはやはり医療費がかかっているということですので、やはり病院に行かない、そして健康の維持、保つというようなことが一番大事でございますので、そのためには総合健診、うちの町は非常に高い数字です。県内においても４番目ぐらいに高い数字で、町民の方、総合健診を受けられる方が多いですので、引き続き健診の受診を積極的に推奨しまして自分一人一人の健康管理を保っていただいて、それに改善するべきものは保健師または我々町民課の様々な事業に伴って改善しながら健康づくりに努めていただけるような取組にしていきたいと考えております。
○議長　　長谷川清雄君。
○５番　　なかなかこれに対してはやっていくのが難しいと思いますが、これからも頑張っていただきまして、なるたけ、ないようにしたいと思いますのでどうかよろしくお願いします。

　　以上で終わります。
○議長　　お諮りいたします。昼食休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　１時５分まで休憩といたします。（午前１２時００分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時０５分）

　　８番、大竹克昌君。

　　大竹克昌君の持ち時間は、ただいまから午後２時５分までといたします。
○８番　　８番、大竹であります。

　　ただいまから一般質問をさせていただきます。

　　前にも一般質問で県要望または養豚場について質問しておりますが、改めまして新しいものもあり質問として伺いたいと思います。

　　まず、１つ目、県要望について。

　　三島町では、他の市町村と同盟会をつくり、道路整備並びに河川整備等について県要望を行っております。今回、６つについて質問させていただきます。

　　国道400号杉峠改良促進期成同盟会、只見・金山・昭和・三島県道改修促進期成同盟会、主要地方道会津若松三島線大谷工区改良促進期成同盟会、県道柳津昭和線・滝谷桧原線整備促進期成同盟会、一級河川只見川河川整備促進期成同盟会、また今回新しく病院のほうでありますが、福島県立宮下病院診療圏町村宮下病院建て替えに関わる整備等についての要望、これにつきまして令和３年、４年度にどのような要望をしているのか伺います。それに対しての県の答弁があれば伺います。工事等に着手している場合の進捗状況を伺います。

　　２番目に、柳津町大規模養豚場について。今回は、あえて名前を控えさせていただきます。

　　数年前から広域に悪臭が広がり問題になったことですが、今現在の養豚場の状況や毎月三島町、柳津町関係機関で行われている会議等の内容を伺いたいと思います。

　　よろしくお願いします。
○議長　　町長。
○町長　　８番、大竹議員のご質問にお答えします。

　　第１項目については、各期成同盟会ごとに①から③までの質問に一括してお答えいたします。

　　国道400号杉峠改良促進期成同盟会については、県に対して現在中止となっている杉峠工区の通年通行、トンネル化ですけれども、の早期実現を要望しております。県からの回答は、トンネル計画は平成17年度に事業中止となっており、現時点ではトンネル化の計画はないとのことであります。現在、西方集落内の国道の消雪施設を修繕中であり、集落内国道を町に移管する準備を進めております。そして、集落内国道を町に移管した後に、設置からかなりの年数を経過している既存橋台あるいは橋脚の調査と橋梁工事を実施して現道に取り付ける計画であります。現計画では道路整備の効果が低いことから、今後期成同盟会では杉工区トンネル化による効果を取りまとめて事業再開について県へのさらなる要望活動を予定しております。

　　只見・金山・昭和・三島県道改修促進期成同盟会については、県に対して通行不能区間の改良促進を要望しておりますが、県からの回答は、過去に改良工事に着手したが現在は事業中止となっており改良工事の実施は困難であるとのことでした。現在は歩く県道として関係者による道普請を進めておりますが、期成同盟会では歩く県道ではなく車が通行できる改良工事を県に要望しております。

　　主要地方道会津若松三島線大谷工区改良促進期成同盟会については、県に大谷バイパスの早期完成を要望しております。県からの回答は、令和３年度から工事を着手しており、全体計画1,100メーターで２つの橋梁を計画しております。現在は、大谷川の西側橋梁工事に係る橋台工事を施工中であります。

　　県道柳津昭和線・滝谷桧原線整備促進期成同盟会については、県に両路線の早期の整備を要望しております。県からの回答は、平成24年度に事業化しており、現在地質調査等を進めております。現在の計画では、最初に柳津昭和線の改良工事を実施し、その後滝谷桧原線のトンネル工事を予定しています。なお、令和３年度に地区住民に対して説明会を開催しております。

　　一級河川只見川河川整備促進期成同盟会については、県に河川整備事業の早期実施について要望しております。県からの回答としては、三島では２地区の整備計画箇所があるが、小和瀬地区は完了しております。残る宮下地区については、県の築堤による工事計画に対して保全対象となる住民が同意をしていないことから工事を見合わせている状況となっております。

　　福島県立宮下病院建て替えに係る整備については、同盟会はつくっておりませんが、柳津、金山、昭和村が県立病院の診療圏となっているため、県立宮下病院の運営並びに建設に対して随時要望活動を共同で行うこととしております。昨年は、令和３年９月28日に県に要望を言っております。内容は、１つ目として新病院の進入路開設と交差点の改良及び付加車線を設置すること、２つ目としては建築資材として間伐材の地元産材を活用すること、３つ目としては訪問診療や訪問看護の在宅医療体制に対して恒久的な機能として整備することを要望しております。県からの回答ですが、交差点の改良については要望のとおり実施する方向で進んでおります。ほか前向きで検討するとの回答をいただいております。進捗状況につきましては、県で整備スケジュールの調整が行われており、基本計画を策定しています。今年度中は基本計画の策定を終え、その後町議会、町民の方々へ説明会を開催する予定との報告を受けております。

　　続きまして、２項目めの柳津大規模養豚場についてでございます。

　　柳津町にある養豚場の悪臭については、令和元年度から広範囲に広がっており、当町においては桧原地区、西方地区を中心に大きな問題となっております。柳津町は、令和元年度より臭気対策第三者情報交換会を毎月開催しており、当町においてもこの会議に同席させていただいております。出席者は、養豚場を運営しているグローバルピッグファームの農場長や社長、住民代表として柳津麻生地区の区長、福島県より会津地方振興局、会津家畜保健衛生所、柳津、三島町の担当職員が出席しております。

　　会議の主な内容としては、臭気観測を柳津の麻生地区ほか３地区、当町においては桧原、西方、滝谷、宮下地区にお住まいの方に依頼しており、毎月の結果を報告しております。また、養豚場より毎月の臭気対策の実施報告並びに今後の計画等の説明をしていただき、その後出席者で随時質疑応答、要望を行っております。

　　現在の状況ですが、新たな対策としてオゾン発生装置の導入が進められており、12豚舎中５豚舎の設置が完了し10月より稼働しております。来年春までに全ての豚舎に設置完了する予定との報告を受けており、また社内においては臭気対策を担当する社員の配置や、最新の臭気設備を備えた農場の次世代モデルとしてドイツの会社との連携を図りさらなる対策を検討している報告も受けております。今後も当町においては毎月参加させていただき、引き続き強く悪臭対策における要望活動や養豚場の改善策などの情報交換を行い、いち早くこの問題が解決するように努力してまいるところでございます。
○議長　　再質問を受けます。

　　大竹克昌君。
○８番　　まず最初に、県要望についてでありますが、前に一般質問をさせていただいたときには国道400号杉峠という一点でさせてもらった記憶がございます。そのときも、トンネル計画は平成17年度に事業中止になっておるという話をお聞きしましてやり取りをした記憶がございます。そういった中で、ここ最近、只見線の開通や団塊の世代の退職に伴いドライブ等が物すごくはやっております。観光で来られる方がたくさん増えております。また、カーナビの発展により国道400号がすばらしい国道に映り、あそこを通ってくる、新しく初めて通る方が物すごく増えている今の状態でございます。そういった中で、県要望はしているもののなかなか進まない杉峠改良でありますが、あのときも言ったと思うんですが、トンネルが無理なら地表に道路を造ってある程度の幅員をもって進めていく、そういった要望とか県からの答弁などはないんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　建設事務所、喜多方建設事務所、会津若松建設事務所と協議しておりますが、なかなかあそこを通年通行する場合については冬期間の除雪、雪崩等がありますので、やはりトンネル化が一番望ましい方向だと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　トンネルにこだわらなくても私個人としてはいいのかなと思っております。今までトンネルで通らない要望が通るようにも私は思えませんが、ならば国道400号杉峠改良とはなっていますが、３桁国道、県要望であります。400号、幅広く見れば、これも前に言ったかと思いますが、小山地区の狭い道路、あそこの幅を広げる要望をまず先に強くやるものとか、これにも載っていますが、橋の桁を２本造って止まっている状態のあの橋、まずはそこから着手してもらってそこをトンネルの入り口までとにかく造って、この杉峠の、何ていうんですか、道路が将来できなくならないような県要望を進めていくのも私は一つありかなと思うんですが、いかがでしょうか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　三島大橋から高清水区間のあの狭い道路についても県には要望しているところです。400号については、現在バイパスと集落内の国道、国道が２路線あるような状況ですので、集落内の消雪設備を今県のほうで整備しまして、将来的に町に移管が終われば橋梁の調査に入るということで県に聞いております。今年の１月に柳津町で住宅火災がありまして、国道252号線が通行止めになってかなり迂回路とかで苦慮した次第であります。先ほど議員も申されるように、只見線の開通もありましてかなり紅葉シーズン、252号の通行車両が増えました。そのための代替の迂回路としての400号の機能はかなり高いと感じております。

　　昨今の新聞報道ですと、只見から三条までの八十里峠が令和８年には開通するということで新聞報道がなされています。そうなった場合、あの八十里の計画上の日交通量は1,700台ということで国で考えています。そうしますと、1,700台の２分の１の約800台が252号のこちらのほうに向かってくるということが想定されます。そういった形で現在の252号線の通行量が八十里開通によって交通量が増す、それによって400号の、252号と49号、400号の三角形のトライアングル道路が完成しますと迂回路機能が高まるということで、その辺の252号の通行量の増加、あとトンネルからすれば西会津の黒沢地区の人が新しい宮下の県立病院に冬場も通えるということで、その辺の効果を取りまとめて県にさらに強く要望していきたいと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　今後も強く要望して、この400号杉峠、私は必ず将来必要になってくると思いますので、何が何でも通すような要望を強くしていただきたいと思います。先ほど言った小山地区の道路の幅員を広げるその要望も、私はもしかしたらイの一番にやらなくちゃいけないものなのかなと、入り口でありますから、できるならばあの国道に信号機もつけてもらいたい。そうすれば、高清水地区のあの中を飛ばす車は幾らかは止められるのではないかと考えるところでございます。

　　西会津町の黒沢地区までは、ほぼ道路が拡張され出来上がっています。本当にこの三島町と黒沢地区のその山をくりぬくトンネル工事だけで止まっているような気がします。何としてもこれを開通させていただいて、小山地区、西方地区の皆さんの安全で安心な生活ができるようなものにしていただきたいと思います。みんな、道が分からないでいろんなところに入っている車も見られます。また、スピードも物すごいスピードで走っておられます。そういったことを県に要望していただきたいなと思っておりますので、今後とも大変ですがこのことについて要望してもらいたいと思います。

　　それについて252号線という話が出ましたので、今回の要望に入っているか分かりませんが、滝原地区のバイパストンネル工事ですか、あれも止まっています。それについては今現在どのようになっているのか伺います。
○議長　　町長。
○町長　　滝原地区の252号ですね、あそこは252号で開発できないということは滝原地区だけです。だから、これも会津総合開発協議会で、これはみんなで土木部長に要望をしました。これが第一位として挙げながら今要望中でございます。今、大竹議員がおっしゃられました高清水とふるさと荘の間、前の土木部長のときにここを先にやってくれという話をしましたけれども、やはり最初から西方地区ということになっていますので西方地区に橋脚、橋を渡して、そしてそのときは橋からトンネルということでお願いしたんですけれども、取りあえず何とか会議で17年度に県の中で難しいということになっていますから、取りあえず下に落とすということで下に落として県道をつけて黒沢に行くというようなことでございますので、そういうことも含めて多角的に要望していると。そして400号、西会津の薄町長さんとある土木部の、県に派遣になっている土木部の課長さんにお願いして、新潟出身ですけれども、土木部の、国交省の次長まで行った人なんですけれども、その人にもお願いをしたということで、とにかく両町村で連携しながら今陳情しているということで、なるべく早く風穴を空けたいなと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　大分かなり前からのお話、要望でこれはあります。400号、252号線の滝原地区でのバイパストンネル工事も含めまして強く要望をしていただきたいと思います。本当に危険な滝原地区、高清水地区、危険な真っすぐな道路であります。本当に暴走族のように飛ばして歩いています。事故が起きないのが不思議なくらいでありますので、そういったところを強く要望していただきたいと思います。

　　次に、工事が始まりました大谷工区改良でありますが、ついこの間総会が開かれ、現地に行って現地の状況を見学させていただきました。その中で話を聞いていますと、工事に入ってもなかなか進まない、県の予算も決まっていますから、決まったお金でしか工事は動きません。最初の計画どおり10年以内に本当にあの工事が終わるのかが心配で話を聞いておりましたが、これについてもやはり町長さんはじめ一生懸命要望してお金をもらって仕事を進めないことにはいつできるか分かりませんので、そういったところも強く要望していただきたいと思います。
　　次に、私どもの前を走る滝谷桧原のトンネル工事の同盟会であります。この要望でありますが、もともと昭和からどんどんこちらに向かってきていた道路であり、最終的に三島町の滝谷地区にぶつかり、そこからたしかこの期成同盟会は三島町も含めてできたと思ったんですが、それでよろしいですよね、課長。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　柳津昭和線については、柳津町から三島滝谷地区を通って西山地区、昭和村に行くということで、設立当初からその３町村で同盟会を設立したであろうと思われます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　最終的に我が三島町の滝谷地区でこの最終であるバイパス工事が終わろうとしております。そこで大規模なトンネルを掘るということで止まっております。いろいろ当初から説明を聞いております。トンネルを先にやるのか、バイパスを先に造るのか、一緒に造るのか、そういったところで３年度にトンネルよりも先にバイパスを造るという県の方針が出ました。これに対しては、我が滝谷地区ではトンネルよりも先にバイパスを造ってもらえるんであればすばらしいことだなという結論が出て、どのくらいのスピードでこの工事が進むのかみんなでしゃべっておりましたが、なかなか進まない。今年もボーリング工事を２か所これからやると思うんですが、それで多分終わりかなと。次年度もどのぐらいの予算が出て仕事が進んでいくのか分かりませんが、中途半端にならないように強く要望していただきたい。その中で、今のバイパス工事をつくるに当たり、滝谷の滝谷砂防というものがあります。その近辺に橋が架かるわけでありますが、西山のほうから来てその橋を渡って滝谷地区に下って入る形になると思われますが、そのときにどうしても除雪や土砂運搬や工事の整備等に関わるところで、あの崖の下にある防火水路、これが必ず崩れたものによって埋まる、壊れる、また今現在基礎もなくなって宙ぶらりんな場所もある状態であります。これを要望等に入れてもらって、県の土木、河川、今ばらばらですから、そちらのほうに何かうまく要望できないのかな、つくってもらうことはできないのかなと思うんですが、いかがなもんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　柳津昭和線のバイパスの線形については、昨年の９月に桧原地区と滝谷地区に説明会を実施したところです。その後、県のほうでもボーリング調査、いろいろな調査をやりまして、今線形ももう一回再検討しているそうです。その辺について検討の結果、昨年の９月のあの計画と変われば当然地区説明会をいたしますし、その辺の詳細な図面等を見ながら、今議員の言われたその問題点については県と役場として協議していきたいと思います。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　できれば滝谷地区、道路も安全・安心で通れる道路を造ってもらうのはありがたいですが、防火水路につきましてはもう相当前からいろいろもめていまして、今回この道路ができることによってもし県でやってもらえるのであれば町にも負担はかからないと思います。そういったところで強く要望をしていただきたいなと思います。今現在は、滝谷砂防の根元から水を引っ張っています。それを何とか近場から水を上げるような形にできないか、プロの意見を聞いて、要望事項にのっかるのであればやってもらいたいなと思いますので、強くその辺も要望していただきたいと思います。

　　次に、宮下病院の整備に関わることでありますが、当初の予定、宮下病院のこれからこういう動きで進んでいきますという説明を全員協議会で受けたと思いますが、今現在遅れがなくスムーズにそのとおりに病院をつくることに対しては進んでいるのか、まずお聞きします。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　宮下病院の建て替えに伴う工事に係る進捗状況ということでございますが、病院のほうで、県で担当している病院局でのお話ですが、若干ちょっとスタート時点の基本計画の策定がちょっと遅れてしまっていたものですから、今年度、今基本計画を策定中だという話で報告を受けております。令和４年度中に基本計画が策定し終わりますので、その時点で一度議会または住民へ県から報告させていただくような形を取りますので、次年度以降から実際実施設計、用地の測量とかという形で入ってくるような形になるので、若干当初の計画よりは一、二年遅れている状況でございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　いろんな方から、他町村の方からちょっといろいろ電話を受けまして、宮下には病院ができなくなったんじゃないかみたいな話まで出ています。これは多分その遅れが原因かなと思います。間違いなく三島町に病院ができるのは確定しております。そういった中で要望、前回出させてもらったその病院の中身、科ですか、いろんな内科、外科、そういったところで私は透析をやってもらいたい、これを要望に入れてもらいたいと町長さんにお願いしました。町長さんは、広域的に皆さん、やはりどこの町村も同じ意見を持っていると、そういったところで要望していかなくちゃいけないと言っておられましたが、その後そういったことの要望などはまだやっていないですね。
○議長　　町長。
○町長　　透析の設置でございますけれども、最初に坂下厚生病院、25床ぐらいか24床ぐらいの透析ができるというようなことで決定して今動いています。で、４町村でこの前集まったときに、透析の患者が何人か町民課長にちょっと調べさせて、そして例えば昭和、金山、三島、柳津というようなことで結構透析患者が多いというようなことで、それは必ずやっぱり要望の中に入れなきゃならないなとは考えておりますので。ただ、通るか通らないかはね、厚生病院が先にできちゃったから。ですから、なるべくならあそこまで行かないでここでできるというようなことの体制をつくるように県に要望したいなと考えております。強く要望します。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　ぜひ強く要望していただきたいと思います。高齢化が進んでなかなか坂下まで、車を運転して行ける方はいいですが、なかなか行けない方も多数おられると思います。この近隣でデマンドバスでも何でも使って来てすぐやれる、そういうものが私は欲しいなと思いますので、強く要望していただきたいと思います。また、この病院、一、二年遅れているということで、まだ工事に着工になるには時間がかかると思われます。そういった中で、今回の質問からずれるかもしれませんが、病院が建つであろう町営グラウンド、この町営グラウンドはいつまで使っていつから使えなくなるなんていう計画はございますか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　町民グラウンドに病院を建てるというのはもう決定しておりまして、今年度のその一つの策としてそこに伴う病院の進入路の件でちょっといろいろ協議が重なった時点でやっと進入路の方向性が決まったというような報告を受けているところでございます。そうしますと、今ほど説明しました今年度中にある程度の基本計画ができて、それから実際にどういうような病院をつくっていくかという形になってくると思いますので、まだ具体的にいつ頃工事を開始しますというのはまだ報告が受けていられないので、グラウンドがいつまで使えるのかというのはちょっとまだ分からない状況でございますが、役場の中におきましてはグラウンドを今後も含めてどういうふうな方向性をしていかなくてはいけないのかというのは、ちょっとプロジェクトを立ち上げながらこれから進めていこうという準備はさせていただいている状況でございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　グラウンドの話になると今回の質問からはずれますので、今後どうなるかは置いておきます。ただ、今現在の町営グラウンドをまだ野球、ソフト、いろんなイベント等で使うわけであります。そういった中で一言だけお願いしたいのですが、グラウンドの整備、あまりにもスポーツをやるグラウンドではありません。まあ、何ていったらいいんでしょうかね、波を打って平らじゃないんですね。砂利もいっぱい、石がいっぱいで、スポーツをやっている方々からあんなところでやったらけがのもとだと言われたんですけれども、把握していますか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほど議員ご指摘のように、グラウンドの整備がちょっと行き届いていないところがございまして、町民の方からもお話を受けておりました。何分職員もちょっと手が回らない状況もありまして、一生懸命管理はしている状況でございますが、今後も十分注意しながら管理していきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　よろしくお願いしますと言われても、私も何ともあれなんですが、ぜひ、多分委託か誰かに頼んで、労務班あたりに頼んで多分平らにすると思うんですが、その後にやはり確認に行って見ていただきたいと思います。一回引っ張った状態では恐らく平らなんです。それが、日数がたつに従って少しなんか浮き沈みが出るというか、じゃないかなと私は思うんですけれども、なお見ていただきたいと思います。本当にきれいに波打っていますので。またそこに雨がたまって何もイベントができないという事例もありますので。ぜひこれはお願い、本当にきれいに整備していただきたいと思います。グラウンド、はっきり使える期間中です。病院が建つあれになってそこまでやるあれはないと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。

　　で、また病院の要望に戻りますが、あのグラウンドの半分が病院になる予定ですね。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　建物自体はグラウンドの約面積の半分ぐらいという形に今のところ想定という形になっております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　要望の話から大分ずれるからあれなんですが、あとの半分は今のところ町ではまだ何も予定するものはないですよね。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今、県とのその進入路の件でのお話も含めてですが、実際に建物はグラウンドの半分ぐらいの面積ですけれども、これから病院に入ってくる進入路の問題ですとかそういったことを配慮すると、ほぼグラウンドの敷地内、今のグラウンドの状況の敷地内は工事の該当する敷地になってくるということになりますので、グラウンドの半分は何に使うかというのはちょっと難しいのかなという状況でございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　私もそんなイメージなのかなとは思っておりましたが、当初の説明でそう聞いたような記憶がありましたので、そういった中で今回県への要望ということで質問させてもらっています。その残っている土地に関しても県で何か病院に関わる、診療所に関わる有効的な何か、公園でも何でも県のほうで整備してもらうような要望も含めてやっていただきたいなと思いますが、お願いしたいと思うんですが、どうでしょう。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　大竹議員の今の要望については、こちらも一度整理させていただきまして、またその基本計画ができた公表の前ぐらいにはどういう方向性の病院ができるのかというのが見えてきますので、それに合わせて当町でも調整しながら要望活動に努めていきたいと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　ぜひお願いしたいと思います。今回少し細かくやらせていただきました。本来なら一つ一つあれだったんですが、県要望、お願いするしかありません。もう数をこなして中身のある県要望をやっていただきたいと思います。これは、市町村長の要望も、議長の要望も、私たち議員の要望も皆さん一緒だと思います。ただ、町長の要望は強いです。力を入れてやっていただきたいと思います。それが町民の安心・安全につながると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

　　次に、柳津町の大規模養豚場についてですが、これも約１年前ですか、一般質問をさせていただきました。今現在、この悪臭についての苦情は町の方に来ておりますか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今正式に電話なり口頭での町へかなり臭いというような苦情は今のところは入ってきておりませんが、桧原地区の方々からはやはりちょっと臭いはするという話が出ていますのと、先ほど町長の答弁からありました毎月宮下地区、西方地区、桧原地区、滝谷地区の方々に臭いの調査をしていただいておりますが、その方々と毎月のお話ですとやっぱり臭いがしない日というのはちょっと少ないのかなというような話は聞いております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　その各地区の調査をしてもらっている方、この方はずっと同じ方ですか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　毎年区長さんを通して調査をしていただく方を依頼させていただいておりますが、ここ２年ばかりは同じ方にお願いしていただいてやっていただいております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　そういったところも鼻の利く人、利かない人がいますので、交代交代いろんな方にやってもらうのが本当かなと私の意見でありますが、ただこの大規模農場さん、農場さん自体もかなり頑張られております。これは私も理解します。あの一番臭かったときからみたら相当臭いは消えているはずです。これは町民も分かっております。ただ、そのいっときいっときの臭いがやはり臭い人には臭いものですから、やはり臭いが消えるまでは頑張っていただきたいなと思っております。

　　そういった中で、毎月毎月課長をはじめ各関係機関で会議を開いております。ここに書いてある説明、答弁をもらったとおりですが、毎月毎月臭いの話をしていても先には進まないのかなと思います。ただ、その中で再確認ですが、当初の臭いが完全に消えるまで３万頭には増やさない、この話は今でも生きていますね。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　議員ご指摘のとおり、今もこの話は続いておりまして、臭いが完全に、臭い対策の問題が解決するまでは頭数を増やすことはしないという約束で進められています。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　観光のお客さん、いろいろあの工場の下、道路を通る人、臭いという方がかなりおられ、そういった状況で臭いを完全に消して、その区切りというかどこで工場に許しを出して３万頭に増やすのか、そういったところはかなり難しい。これからの会議になると思いますが、この臭い、前も言いましたが慣れが生じないように厳しく会議等を開いてみていただいて、その３万頭に増やす、何ていうんですか、その境目というかその区切りというかそこはしっかり、三島でいう桧原地区、一番近いところですから、そこの承諾はしっかり受けて工場の、何ですか、許しを出す、そういったところに持っていっていただきたいと思います。これからずっとこれは続くのかもしれませんが、頑張っていただきたいと思います。課長、いかがですか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　この臭い対策については、本当に桧原地区の皆様には大変ご迷惑がかかっているのかなと思っております。とにかく、町としましてはこの臭いが完全にクリアする、完璧ではないかもしれませんが住民の方々が日常の生活の中で支障がないぐらいの臭いがなくなるというような状況になるまで、我々としてはその頭数を増やすとか事業を拡大するということは最もやってはいけないということを常に申し上げますとともに、改善の方向にとにかく進めていきたいなと思っております。先ほど町長の答弁にもありましたが、大竹議員もおっしゃっておられましたが、この経営者については今年度非常に努力していただいたところもちょっとありまして、10月の段階でこのオゾン装置を、先ほど12豚舎中の５豚舎に設置して稼働開始したんですが、昨年の10月の、例えば桧原地区の状況を見ますと、今年の10月と昨年の10月で全く臭いがなかった日というのが大幅に数字が変わっていまして、ちなみに３年の10月は全く臭いがしなかった日というのは８日間しかなかったんですが、今年の調査の10月の時期は約20日間臭いがしなかったというような状況で、そういう数字が出ております。ちなみに麻生地区の区長さんからもそういうお話がありまして、昨年より全然臭いがしなかった日というのが増えたというのは結果が出てきていると。そうすると、結構オゾン装置の威力が発揮されておりますが、ただ時期的に秋でしたものですから、やはり臭いが出てくるのは春から夏という形になってきますので、もうしばらく４月、５月も引き続き調査という形を行って、それから次の展開に行くような対策というのになってくるのかなと思っておりますので、引き続きグローバルピッグファームさんといろいろ情報共有をしながら徹底的に臭い対策に努めてまいりたいと考えております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　ハエのほうはどうなっていますか。ハエ。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　ハエにつきましては、麻生地区の区長さんなんですけれども、昨年同様やっぱりハエは多いという状況になっておりますが、ただこのハエ対策につきましても今グローバルピッグファームさん、今年度からドイツの会社と連携を取りながら、そのドイツの最先端の農場の調査というか実施状況をやっております。こちらは、ヨーロッパというのはそういう養豚場ですとか農場というのは法律で決められていまして、ある程度臭いの基準がクリアされないと農場経営していけないというような法律で厳しくヨーロッパではなされていると。そういったことから、最先端の農場整備ということをグローバルピッグファームさんは目指すということでドイツの会社と連携しているという形で動いているんですが、その中の一つとして微生物を活用した臭い対策ということが今、今年度研究事項で上がってきておりまして、それがそのたい肥の問題の、肥料とかの、そちらの分野で進めていけるような形で今試験中だということですので、それに伴ってハエの発生状況とかというのも今後減少する方向だろうという推測で今お話しされておりますが、引き続きこちらもそういった意味で協議してまいりたいと思っております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　麻生地区の話ですが、桧原地区でのハエの苦情は出ておるんですか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　桧原地区からは、そのハエが異常発生しているというのは私は直接聞いておりません。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　いずれにしても企業も頑張っております。町も頑張っていただいて、臭い対策またはハエ等のそういう被害が出ないように今後とも見張っていただくという言葉は悪いですが、見ていただいて、町民のために進めていただきたいと思います。

　　また、県要望に対しても、先ほど言ったとおり強く県に今まで以上に要望していただいて、少しでも進むようにお願いしたいと思います。

　　これで私の一般質問を終わります。
○議長　　以上で、一般質問を終結いたします。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

　　本日はこれにて散会いたします。
（午後１時５２分）
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